
















































は、「正義原則」 (ruleof justice, regle de justice) という考え方を援用することにより、
かなり正確に答えることができる。正義原則とは、ベルギーの修辞学者カイム・ペレル
マン (ChaimPerelman)によれば、「同じ本質的範疇に属するものは同じ待遇を受ける
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